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発行所
第３施設大隊
さきがけ会

各中隊長本年の目標

本部管理中隊長
１等陸尉 疋田 英朗

第１中隊長
１等陸尉 嘉村 文孝

第３中隊長
１等陸尉 檜尾 崇

第２中隊長
１等陸尉 坪田 吉礼

第
三
施
設
大
隊
さ
き
が
け
会

会
長

北
村

廣
政

第
三
施
設
大
隊
長

二
等
陸
佐

菅
原

祐
也

第
三
施
設
大
隊

最
先
任
上
級
曹
長

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。
旧
年
中
は
、

第
三
施
設
大
隊
へ
の
ご
厚
情

に
対
し
、
深
く
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
脅
威
が
続
く
中
、
大

隊
は
、
北
海
道
へ
の
転
地
訓

練
や
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
支

援
と
い
っ
た
大
規
模
事
業
へ

の
参
加
を
は
じ
め
、
諸
職
種

の
部
隊
や
海
空
自
衛
隊
と
の

協
同
訓
練
な
ど
を
通
じ
て
、

如
何
な
る
任
務
を
も
完
遂
で

き
る
隊
員
の
育
成
並
び
に
部

隊
の
能
力
向
上
に
邁
進
し
て

参
り
ま
し
た
。
ま
た
、
九
月

に
は
多
く
の
新
隊
員
も
加
わ

り
、
創
隊
七
十
年
と
い
う

隊
員
ご
家
族
及
び
さ
き
が
け
会
の

皆
様
並
び
に
諸
先
輩
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
、

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
様
に
は
平
素
か
ら
の
ご

支
援
ご
協
力
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
各
種
訓
練
等
、
各
任
務
を

無
事
完
遂
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た

第
三
施
設
大
隊
創
隊
七
十
周
年
と
い

う
大
変
大
き
な
節
目
を
迎
え
ら
れ
た

の
も
皆
様
の
ご
尽
力
が
あ
っ
て
の
こ

と
と
深
く
認
識
し
、
併
せ
て
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
、
こ
れ
ま
で
諸
先
輩
方
が

築
き
あ
げ
ら
れ
て
こ
ら
れ
た
伝
統
を

継
承
し
つ
つ
、
我
々
施
設
大
隊
全
隊

員
一
丸
と
な
っ
て
、
邁
進
、
成
長
し

て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
こ

れ
か
ら
も
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援

・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
も
世
界
を
脅
か
す
コ

ロ
ナ
禍
で
の
新
年
と
な
り
ま

し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
時
だ

か
ら
こ
そ
意
義
深
い
こ
と
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

さ
て
、
今
年
は
創
隊
七
十

年
の
記
念
す
べ
き
年
と
な
り

ま
し
た
。
四
国
善
通
寺
に
て

創
立
さ
れ
、
千
僧
駐
屯
地
を

経
て
、
平
成
六
年
大
久
保
駐

屯
地
に
あ
り
ま
し
た
第
四
十

五
普
通
科
連
隊
の
改
編
に
伴

い
移
駐
し
て
き
た
の
で
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
私
ど
も
の

「
さ
き
が
け
会
」
も
、
昭
和

五
十
五
年
に
第
四
十
五
普
通

科
連
隊
の
協
力
会
と
し
て
発

足
し
ま
し
た
が
、
引
き
続
き

第
三
施
設
大
隊
の
協
力
会
と

し
て
支
援
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
歴
史
と
伝
統
あ
る
第
三

施
設
大
隊
の
更
な
る
発
展
の

た
め
に
地
道
で
は
あ
り
ま
す

が
一
丸
と
な
っ
て
活
動
し
て

参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
因
み
に
大
久
保
駐
屯
地

の
あ
る
、
こ
こ
宇
治
市
も
本

年
市
政
七
十
周
年
と
な
り
ご

縁
を
感
じ
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

現
下
の
諸
情
勢
は
年
々
厳

し
さ
が
増
し
、
憂
え
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
日
夜
訓

練
等
の
隊
務
に
励
ま
れ
て

い
る
皆
様
に
は
益
々
重
責

を
担
う
こ
と
に
な
る
こ
と

と
思
わ
れ
ま
す
。
加
え
て

未
だ
終
わ
り
の
な
い
「
ウ

イ
ル
ス
」
に
も
立
ち
む
か

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
一
年
も
何
か
と
目
ま

ぐ
る
し
い
こ
と
と
思
い
ま

す
が
、
健
康
第
一
に
さ
れ

精
励
さ
れ
ま
す
こ
と
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

節
目
を
経
て
、
大
隊
は
、
新

た
な
進
化
を
始
め
て
い
ま
す
。

厳
し
さ
と
不
確
実
性
の
増

す
安
全
保
障
環
境
に
お
い
て
、

隊
員
一
人
一
人
が
国
民
の
平

和
と
安
全
を
守
る
自
衛
官
と

し
て
の
誇
り
の
堅
持
し
、
各

種
任
務
を
完
遂
で
き
る
よ
う
、

令
和
四
年
も
、
大
隊
の
団
結

を
強
固
に
し
て
い
く
所
存
で

す
。今

後
も
皆
様
に
信
頼
さ
れ

る
大
隊
で
あ
り
続
け
る
よ
う
、

隊
員
一
同
日
々
精
進
致
し
ま

す
の
で
、
皆
様
に
は
、
引
き

続
き
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
何
卒

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

日本一の施設中隊の育成
服務事故・車両事故の絶無
を中隊の目標として引き続
き隊務を運営していきます。

大隊の任務達成に
最大限寄与

「飛躍」の年になるよう、
部隊精強化にまい進して

まいります。

練度の積み上げによる部
隊の精強化と各種事態への

即応性の堅持

陸
曹
長

川
中

初
男

上富良野演習場におけるＨＴＣ準備訓練

輝かしい新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。

本年も変わらぬご指導、ご鞭撻の程よろしくお願いいたします。

大隊は、師団唯一の施設科部隊としての誇りを堅持し、更に前進します。
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大
隊
は
、
令
和
三
年
六
月
下
旬
か
ら
七
月
下
旬
ま
で
の
間
、
北
海
道
に

あ
る
上
富
良
野
、
然
別
及
び
矢
臼
別
の
各
演
習
場
に
お
い
て
、
第
三
師
団

が
実
施
す
る
令
和
三
年
度
北
方
転
地
訓
練
に
参
加
し
、
攻
撃
に
任
ず
る
第

三
十
六
戦
闘
団
内
の
施
設
中
隊
の
行
動
に
つ
い
て
訓
練
検
閲
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
第
三
師
団
が
実
施
す
る
第
一
次
師
団
訓
練
検
閲
統
裁
並
び
に

Ｈ
Ｔ
Ｃ
運
営
を
支
援
し
ま
し
た
。
約
千
七
百
キ
ロ
に
及
ぶ
長
距
離
機
動
と

環
境
の
大
き
く
異
な
る
不
慣
れ
な
土
地
で
の
長
期
演
習
で
あ
り
ま
し
た
が
、

第
二
中
隊
及
び
統
裁
支
援
・
Ｈ
Ｔ
Ｃ
支
援
要
員
は
、
日
頃
の
練
成
の
成
果

を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、
一
件
の
事
故
な
く
所
要
の
成
果
を
挙
げ
、
任
務
を

完
遂
し
ま
し
た
。

HTC（北海道訓練センター）訓練

ＨＴＣ事前訓練

長距離機動演習

令和３年度 大隊訓練検閲

航空攻撃対処命令下達

大
隊
は
、
令
和
二
年
九
月
下
旬

か
ら
十
月
中
旬
ま
で
の
間
、
爽
や

か
な
秋
風
が
吹
く
、
青
野
ヶ
原
演

習
場
に
お
い
て
、
第
一
中
隊
及
び

第
三
中
隊
に
対
し
て
、
師
団
の
陣

地
攻
撃
に
お
け
る
施
設
科
部
隊
の

行
動
に
つ
い
て
、
訓
練
検
閲
を
実

施
し
ま
し
た
。

検
閲
に
先
立
ち
、
各
中
隊
に
対

し
て
隊
容
検
査
を
実
施
し
、
人
員

点
検
、
各
種
部
隊
装
備
火
器
の
取

り
扱
い
及
び
第
一
線
救
護
の
練
度

確
認
を
行
い
、
隊
員
の
訓
練
検
閲

に
対
す
る
姿
勢
を
確
認
し
ま
し
た
。

交
戦
装
置
を
装
備
し
た
状
態
で

の
緊
張
感
あ
る
環
境
に
お
い
て
の

訓
練
検
閲
で
あ
り
ま
し
た
が
、
第

一
中
隊
並
び
に
第
三
中
隊
は
、
各

中
隊
長
を
核
心
と
し
て
、
様
々
な

状
況
の
中
に
お
い
て
も
決
し
て
あ

き
ら
め
る
こ
と
な
く
、
創
意
と
熱

意
を
も
っ
て
そ
の
任
務
を
完
遂
し

ま
し
た
。

戦車レーン整備 ０７式機動支援橋の架設及び車両通過

大
隊
は
、
十
一
月
中
旬
、
寒
暖
の
差
が
厳
し
い
、
あ
い
ば
野
演
習
場
に

お
い
て
、
渡
河
交
通
小
隊
に
対
し
て
、
師
団
の
攻
撃
に
お
け
る
施
設
科
部

隊
の
行
動
に
つ
い
て
、
訓
練
検
閲
を
実
施
し
ま
し
た
。

渡
河
交
通
小
隊
は
、
整
斉
と
集
結
地
を
占
領
す
る
と
と
も
に
第
３
０
７

ダ
ン
プ
車
両
中
隊
と
の
協
同
に
よ
り
、
戦
車
レ
ー
ン
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
〇
七
式
機
動
支
援
橋
を
架
設
す
る
と
と
も
に
、
戦
車
等
を
通
過
さ

せ
る
等
し
て
、
そ
の
任
務
を
完
遂
し
ま
し
た
。

障害処理
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師
団
持
続
走
競
技
会

大
隊
は
、
十
一
月
初
旬
、
師
団
持
続
走
競

技
会
に
参
加
し
て
、
部
隊
の
持
続
走
能
力
の

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
各
人
の
闘
争
心
の

涵
養
、
各
中
隊
の
士
気
の
高
揚
及
び
団
結
の

強
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
優
秀
隊
員
と
し
て
、
下
村
三
曹
が

師
団
最
先
任
上
級
曹
長
顕
彰
を
、
古
江
二
曹
、

柴
三
曹
、
堀
井
三
曹
及
び
塩
谷
士
長
が
大
隊

長
褒
賞
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
ま
し
た
。

祝第
三
師
団
長
感
謝
状

大
久
保
駐
屯
地
司
令
感
謝
状

大
隊
は
、
十
月
下
旬
に
京
都
府
防
衛
協
会

青
年
部
会
の
会
員
十
三
名
に
対
し
て
、
隊
内

生
活
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
中
で
、
自
衛
隊
員
の
行
動
の
基
本
で

あ
る
敬
礼
等
の
基
本
教
練
を
実
施
し
た
ほ
か
、

渡
河
ボ
ー
ト
に
乗
っ
て
「
か
い
」
の
操
作
を

実
施
す
る
等
、
各
種
体
験
を
通
じ
て
隊
員
の

生
活
や
部
隊
の
訓
練
を
通
じ
て
、
自
衛
隊
に

対
す
る
ご
理
解
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

隊
内
生
活
体
験

基本教練

漕舟体験

大
隊
は
、
七
月
上
旬
か
ら
九
月
下
旬

ま
で
の
間
、
令
和
三
年
度
新
隊
員
特
技

課
程
後
期
「
施
設
」
及
び
第
十
七
期
一

般
陸
曹
候
補
生
課
程
後
期
「
施
設
」
の

教
育
を
実
施
し
ま
し
た
。

新
隊
員
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
環
境
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
京
都
の
暑
さ
に
負
け

ず
に
、
慣
れ
な
い
施
設
作
業
に
悪
戦
苦

闘
し
な
が
ら
も
必
要
な
知
識
及
び
技
能

を
習
得
し
、
同
期
と
の
絆
を
深
め
ま
し

た
。
ま
た
、
修
了
式
で
は
、
本
教
育
の

修
了
を
祝
す
と
と
も
に
、
施
設
科
隊
員

と
し
て
更
な
る
飛
躍
を
祈
念
し
ま
し
た
。

こ
の
際
、
部
外
協
力
団
体
「
さ
き
が
け

会
」
会
長
北
村
様
よ
り
御
祝
辞
を
賜
り

ま
し
た
。

新
隊
員
後
期
修
了
式

教育隊旗の返還

大隊長賞の授与

レ
ン
ジ
ャ
ー
帰
還
式

令
和
三
年
八
月
下
旬
か
ら
十
二
月
上
旬
ま
で
の

間
、
第
七
普
通
科
連
隊
が
担
任
す
る
令
和
三
年
度

部
隊
集
合
教
育
第
六
十
六
期
「
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
養

成
訓
練
が
実
施
さ
れ
、
十
一
月
二
十
九
日
、
全
任

務
を
完
遂
し
、
第
一
中
隊
田
中
三
曹
及
び
辻
三
曹

が
無
事
に
帰
還
式
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。

食
事
、
水
分
、
睡
眠
等
を
制
限
さ
れ
、
肉
体

的
・
精
神
的
に
も
極
限
の
過
酷
な
状
況
に
耐
え
抜

い
て
無
事
に
帰
還
し
た
二
人
は
、
家
族
及
び
部
隊

の
隊
員
の
歓
迎
を
受
け
、
や
り
遂
げ
た
達
成
感
で

満
ち
溢
れ
た
顔
で
し
た
。

今
後
、
レ
ン
ジ
ャ
ー
隊
員
は
こ
の
訓
練
で
身
に

つ
け
た
強
靭
な
体
力
と
精
神
力
を
も
っ
て
部
隊
で

力
を
発
揮
し
て
い
き
ま
す
。

さ
き
が
け
会
会
員

成
瀬

清
伸

様

さ
き
が
け
会
会
員

伊
田

俊
二

様

さ
き
が
け
会
会
員

南
部

登
志
子

様

レンジャー誕生に伴う記念写真 隊員家族の出迎え

感
謝
状

受
賞

最終想定訓練

隊員の激走

優秀隊員の表彰

修了に伴う記念撮影



４

第１中隊
３曹 村田拓也・美穂 ご夫妻
令和３年３月１４日結婚

第１中隊
１士 赤瀬悟・裕子 ご夫妻
令和３年１１月１２日結婚

本部管理中隊
３曹 那須勇登・唯奈 ご夫妻
令和３年１２月３日結婚

本部管理中隊・第１中隊
士長 花田真哉・恵 ご夫妻
令和３年１２月１０日結婚

さ き が け

第２中隊
３曹 松本 空羅

長男陽太くん
令和３年２月８日生

第２中隊
３曹 大前 拓人

長女歩乃華ちゃん
令和３年１月１０日生

第３中隊
３曹 姫田 泰壯

次女茉依ちゃん
令和３年５月６日生

ほのか

ま い

ようた

第３中隊
３曹 辻野 由有

長男煌騎くん
令和３年２月８日生

おうき

第３中隊
２曹 篠原 周一朗

長男成くん
令和３年４月１０日生

じょう

令
和
三
年
度

「
さ
き
が
け
新
聞
」
を
発
行
す
る

に
あ
た
り
、
原
稿
及
び
写
真
を
寄

せ
て
頂
い
た
皆
様
に
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
、
訓

練
写
真
に
つ
い
て
は
マ
ス
ク
で
隊

員
の
表
情
を
満
足
に
撮
る
こ
と
が

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
自
分
が

今
出
来
る
範
囲
で
、
隊
員
の
活
躍

す
る
姿
を
写
真
に
収
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

不
慣
れ
な
点
も
多
々
あ
り
ま
す

が
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第
三
施
設
大
隊

第
一
係

広
報
陸
曹

松
本
３
曹 記

令和４年（２０２２年） ３月号

本部管理中隊
３曹 横田和正・敬子 ご夫妻
令和３年４月１日結婚

本部管理中隊
３曹 鴨井智司・美沙希 ご夫妻
令和３年１１月２９日結婚

第３中隊
３曹 柴 龍太郎・あさひ ご夫妻

令和３年１０月８日結婚

第３中隊
３曹 吉田貴紀・智尋 ご夫妻
令和３年３月２０日結婚

第３中隊
３曹 水本隼斗・こゆき ご夫妻
令和３年１１月２２日結婚

本部管理中隊
２曹 原田 淳

次女 紬希ちゃん
令和３年９月１３日生

つ き

本部管理中隊
３曹 竹中 章裕

次女愛依ちゃん
令和３年９月２７日生

め い

本部管理中隊
３曹 近藤 恭平

長男湊斗くん
令和３年３月２３日生

みなと

第１中隊
３曹 辻 隆行

長女蘭ちゃん
令和３年９月２１日生

ら ん

第１中隊
３曹 堀田 輝

長女綾沙ちゃん
令和３年１１月２９日生

あやさ

後

集

編

結婚・出産おめでとう！

第２中隊
３曹 辻 将・帆乃 ご夫妻
令和３年３月９日結婚

本部管理中隊・第２中隊
士長 前田耀大・茉美 ご夫妻
令和３年８月８日結婚

第１中隊
３曹 田中 匠

長女凛花ちゃん
令和３年８月２３日生

りりか

本部管理中隊
３曹 横内 雅史

長男敬一くん
令和３年１１月４日生

けいいち

第２中隊
３曹 杉田 昇太

長男善くん
令和３年７月１日生

ぜ ん

第２中隊
３曹 平原 丈太郎

長男浬くん
令和３年９月１６日生

かいり

末永くお幸せに！


